
教員紹介（教育業績書） 

氏名  ひらがな 職位 所属（学科等） 

中野明人 なかのあきひと 教授 国際コミュニケーション学科 

教育理念（学生へのメッセージ） 

人は一人で生きることはできません。いろんなところで人の力も借りながら、そして誰かの力になりながら、支え合

っていくのが人生です。困った人に自然と寄り添い、手を差し伸べることができる学生を育てていきたいと思います。

そのためには他人の気持ちを理解することがとても大切だと考えます。 

教育の責務 

担当教科  （食物科）衛生法規、心理学、製菓店経営概論 

 （保育学科）日本国憲法 

 （国際コミュニケーション学科） 

キャリアガイダンス、心理学概論、キャリアプランニング、Awesome SaseboⅠ～Ⅶ、 

ギャップイヤー事前指導、ギャップイヤー事後指導、卒業研究 

教育活動 クラスアドバイザーとして、学修支援や進路指導をおこなう 

3ポリシーと教育活

動 

心理学・法学の分野の授業では、ディプロマポリシーの中の「１．心豊かな人間力」に該当する

分野の教育を行っている。また、同じくキャリア教育の分野の授業では、「５．キャリアデザイン

力」に該当する分野の教育を行っている。 

教員に対して 教学部長として、学生指導や学生支援など、教育活動全般において指導助言を行っている  

教育方法 

 授業では教科書を中心にしながら、新聞やＤＶＤなど視聴覚教材を用いて、現実の社会の出来事と結びつけて考

えることができるように工夫をして授業を構成します。 

他者評価 

 学生の授業評価は、概ね満点に４．５点（５点満点）が多く、今の学生の授業に求める内容には応えていると考え

る。ピアレビューについても、他の教員の授業の参考になったという声が多く、今後も開発を重ねたい。 

学生の学修成果 

 所属する国際コミュニケーション学科の学生は、２年間の学びを通して、それぞれの能力に応じて、より能動的に

学修を重ね、地域活動にも積極的に参加している。やらされるのではなく、自らの意欲で学ぶ力が身についている。 

今後の目標（短期・長期） 

 来年度スタートする新学科が本学の大きな柱になれるように、運営面で一体感をもって遂行する。 

 本学の教育に対する満足度をさらに高めるために、様々な改革に全学的に取り組む。 

専門分野 （学問分野／専攻） 

法学（日本国憲法） 教育臨床心理学  

研究テーマ （研究領域） 

犯罪被害者支援（支援活動・啓発活動・条例制定や改正の働きかけ） 

所属学会 

日本被害者学会 日本心理臨床学会  

学歴・学位･免許資格 

平 3年 3月 早稲田大学大学院法学研究科修士課程修了（法学修士） 

平 16年 3月 放送大学大学院文化科学研究科修士課程臨床心理プログラム（学術修士） 

平 24年 3月 福岡大学大学院人文科学研究科教育・臨床心理専攻 博士課程後期 満期修了 

 



職歴 

平 4年 4月 長崎短期大学 英語科 専任講師  

平 9年 4月 長崎短期大学 英語科 助教授 

平 16年 4月 長崎短期大学 食物科 助教授 

平 19年 4月 長崎短期大学 食物科 教授、食物科学科長 

平 25年 4月 長崎短期大学 食物科 教授、食物科学科長、学長補佐、教学部長 

平 26年 4月 長崎短期大学 国際コミュニケーション学科長、同教授、学長補佐、教学部長  

平 30年 4月 長崎短期大学 国際コミュニケーション学科 教授、学長補佐、教学部長 現在に至る 

教育研究業績         著書、学術論文等の名称                発行所、発表雑誌等又は発表学会

等 

平 19年 3月 ガイドブック憲法 嵯峨野書院、共著（辰村・武居編） 

平 2７年 3月 基礎からわかる憲法 (第１版) 嵯峨野書院、共著（武居編） 

平 29年 3月 基礎からわかる憲法 (第 2 版) 嵯峨野書院、共著（武居編） 

社会における活動等 （学会・研究会等の委員・役員／講演会／社会貢献／表彰／他） 

（社会貢献） 

平 15年 3月 公益社団法人長崎犯罪被害者支援センター役員（監事・専門相談員）              （現

在に至る） 

平 16年 4月 長崎県教育委員会スクールカウンセラー                                 （現

在に至る） 

平 18年 4月 佐世保市教育委員会学校適応教室（あすなろ教室）専門相談員                  （現

在に至る） 

平 21年 4月 佐世保市子ども安心ネットワーク協議会検討会委員                         （現

在に至る） 

（講演会） （平成３０年度分のみ） 

平成 30年 5月 長崎県立佐世保工業高等学校いじめ根絶集会における講演会講師 

平成 30年 5月 長崎県立佐世保中央高等学校定時制夜間部いじめ根絶集会における講演会講師 

平成 30年 5月 佐世保学園（少年院）「被害者の視点を取り入れた教育」講演会講師 

平成 30年 6月 佐世保市教育委員会「いのちを見つめる強調月間」講演会（佐世保市立日宇中学校、三川内中

学校） 

平成 30年 7月 佐世保市立宇久中学校「家庭教育講座」講師 

平成 30年 8月 福岡刑務所「被害者の視点を取り入れた教育」講演会講師 (年間４回) 

平成 30年 9月 長崎県立清峰高等学校平成３０年度「心の健康講話」『「こころ」と「いのち」の講演会 

平成 30年 9月 九州地区大学教育研究議会発表「ギャップタームを活用した長期学外学修プログラム：長崎短期

大学（事例報告）」 

平成 30年 9月 2018年チャイルドラインさせぼ受け手養成講座 講師 

平成 30年 9月 佐世保市立広田中学校 PTA主催子育て講演会「思春期の子どもとの接し方」 

平成 30年 10月 長崎大学付属幼稚園幼児教育研究協議会講演会講師 

平成 30年 11月 九州矯正管区矯正研修所福岡支所講師 

平成 30年 12月 佐世保市教育委員会主催 佐世保市小・中学校生活指導主任・生徒指導主事研修会講師 

平成 31年 2月 佐世保子育て講座 講師（佐世保市立春日小学校、宮小学校） 

 



（表彰）  

平成 17 年 11 月 佐世保刑務所より、受刑者に対するしょく罪教育ならびに職員に対する研修に対する功績により

感謝状授与 

平成 25年 1月 長崎県警相浦警察署より、永年の被害者支援活動に対して感謝状授与 

平成 26年 7月 福岡刑務所より、受刑者に対する「被害者の視点を取り入れた教育」に対する功績により感謝状

授与 

 


